
 

ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けたＩＣＴ活用等計画 

 

（１）ＩＣＴ活用計画及び達成状況を踏まえたフォローアップ計画 

 

○各年度におけるＩＣＴ活用目標 

■ICT活用について 

＜2019年度＞ 

・2017年度に小・中学校全普通教室及び特別支援教室への配置を終えた電子黒板を、

小・中学校全学年において週数回活用する。 

＜2020年度＞（現状及び目標） 

・小・中学校全学年にタブレット端末機等の整備を行い、整備後、各クラス１日１回以上

活用する。 

＜2021年度・2022年度＞（目標） 

・整備済の小・中学校全学年において、各クラス１日２～３回以上活用する。 

 

■臨時休校や分散登校期間中等におけるＩＣＴを活用したオンラインによる学習支援 

・Web会議システムを利用した朝の会や健康観察を実施する。 

・学校ホームページに専用ページを設け、学習用動画と課題を配信する。 

・学習支援ソフト等を用いて課題の配信・回収・レビューを実施する。 

・感染症による休校時等においては一日２単位時間を目安に、Web会議システムを利用

し、同時双方向の遠隔・オンライン教育を実施する。 

 

■臨時休業等に伴い登校できない児童生徒への学習支援 

臨時休業等により児童生徒が授業を十分に受けることができないことによって、学習

に著しい遅れが生じることのないよう、学校が指導計画等を踏まえながら、教科書及び

それと併用できる紙の教材、テレビ放送、オンライン教材・動画、同時双方向型のオン

ライン指導等を組み合わせた家庭学習を課すとともに、登校日の設定や家庭訪問の実

施、電話や電子メールの活用等を通じて教師による学習指導や学習状況の把握を適切に

行い、児童生徒等の学習を支援する。 

 

○指導体制の強化や働き方改革（校務の効率化）への対応 

・ＩＣＴ支援員を以下の予定で配置し、授業支援、校務支援、環境整備、校内研修等のサ 

ポートを行う。 

2020年度・・・７校に１人 

2021年度・・・７校に２人 

2022年度・・・７校に２人 

・ＩＣＴ教育推進委員会を設置し、立山町におけるＩＣＴ教育に関する取組について共通

理解を図りながら、ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業改善を進める。 

・デジタル教材を教員間で共有することで、授業準備や授業中の負担を軽減する。また、

打合せや連絡を 2019年１月に導入した校務支援システム上で実施することで校務の効

率化を推進する。 

 

○達成状況を踏まえたフォローアップ 

・各年度終了後、各学校の活用状況をとりまとめ、その結果を踏まえて、教員を対象とし 

た研修を実施する。 



 

（２）通信ネットワーク環境整備計画 

○校内ＬＡＮ整備計画 

・町立小中学校計７校は、「公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備費補助金」を活

用し、令和２年度中に１Ｇｂｐｓの校内ＬＡＮ環境を整備する。 

・インターネット回線（ＷＡＮ）については、ケーブルテレビにより、２年度中に増強

し、同時利用率を考慮して１台あたり２Mbps程度の通信帯域を確保する。 

 

 

（３）学習者用コンピュータ配備計画 

〇学習者用コンピュータ配備計画 

令和２年度に小・中学校全児童生徒分のタブレット端末機等を整備する。 

 

 

（４）広域・大規模での共同調達実施計画 

○共同調達の実施の有無 

〇実施予定なし     

 

 

（５）計画の取扱い等に関する事項 

・本計画は、令和３年度から令和 12年度までの立山町第 10次総合計画に反映する。 

・本計画を、将来的に自治体が策定予定の「学校教育情報化推進計画」の一部として活用

する。 

・本計画は、立山町教育委員会にて承認を受けた後、立山町ホームページで公表する。 

 


